
153    Meiji University Graduate School152    Meiji University Graduate School

先端数理科学研究科
Graduate School of Advanced Mathematical Sciences156

国際日本学研究科
Graduate School of Global Japanese Studies 172

理工学研究科
建築・都市学専攻　国際建築都市デザイン系、総合芸術系
Graduate School of Science and Technology

182

新たなる知の創造を
Creation of the Intellect

Nakano  Campus

中 野 キ ャ ン パ ス

教養デザイン研究科

3「 平和・環境」領域研究コース
※2023年4月1日時点のものです。今後変更や見直しを行う場合があります。

浅賀 宏昭
ASAGA  Hiroaki

理学博士
教授

研究
分野

学際生命科学
ならびに生命科学教育

【最終学歴】東京都立大学大学院　【担当授業科目】地球環境研
究演習／地球環境研究特論Ⅱ／地球環境特別研究　【研究テー
マ】「動物細胞の機能に関する研究」および「バイオテクノロジー
の社会実装に関する研究」ならびに「生命科学実験教材の研究」　
【主な著書・論文】『知っておきたい最新科学の基本用語』（技術
評論社・2009年）／Abnormal Accumulation of Citrullinated 
Proteins Catalyzed by Peptidylarginine Deiminase in 
Hippocampal Extracts from Patients with Alzheimer’s 
Disease., J. Neurosci. Res. 80, pp.120-128, 2005.

石山 徳子
ISHIYAMA  Noriko

Ph.D.
教授

研究
分野 地理学／地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ラトガース大学大学院　【担当授業科目】地球環境
研究演習／地球環境研究特論Ⅲ　【研究テーマ】環境正義問
題。特に、核開発と植民地主義、経済格差、人種差別との関係
について　【主な著書・論文】『米国先住民族と核廃棄物─環
境正義をめぐる闘争』（単著・明石書店・2004年）／『震災・核
災害の時代と歴史学』（歴史学研究会編・2012年）／『地域環
境の地理学』（2012年）／『「ヘイト」の時代のアメリカ史　人種・
民族・国籍を考える』（共著・彩流社・2017年）／『「犠牲区域」
のアメリカ　核開発と先住民族』（単著・岩波書店・2020年）

鳥居 高
TORII  Takashi

教授
研究
分野

多民族国家における政治・経済シス
テムの研究

【最終学歴】中央大学　【担当授業科目】平和構築研究演習／
地球公共論研究特論Ⅰ　【研究テーマ】多民族国家の社会安定
装置について、市民権、政党、選挙、経済テクノクラートなどに焦
点を当てている　【主な著書・論文】『東アジアの社会大変動』（共
著・名古屋大学出版会・2017年）／『マハティール政権下のマ
レーシア』（編著・アジア経済研究所・2006年）／『アジア中間
層の生成と特質』（共編著・アジア経済研究所・2002年）

佐原 徹哉
SAHARA  Tetsuya

博士（文学）
教授

研究
分野 東欧現代史・中東現代史・紛争研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／研究論文指導　【研究テーマ】民族問題、テロリズム、難
民問題、紛争研究　【主な著書・論文】『ボスニア内戦─グロー
バリゼーションとカオスの民族化』（有志舎・2008年）／War 
and Diplomacy（共著・Salt Lake City・2012年）／War and 
Nationalism（ 共著・Salt Lake City・2013年 ）／ What 
happened in Adana on April 1909 ?（Istanbul・2013年）／
『中東民族問題の起源』（白水社・2014年）

勝田 忠広
KATSUTA  Tadahiro

博士（工学）
教授

研究
分野

使用済核燃料管理／
プルトニウム処分問題

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】科学技術史研究
特論　【研究テーマ】原子力・核燃料サイクル政策／原子力安全
規制　【主な著書・論文】The Rokkasho test: Has Japan 
learned the lessons of Fukushima?, Bulletin of the 
Atomic Scientists, Vol.72 No.3, pp.180–184. April 2016
／福島事故5年後の原子力安全規制：現状と将来の課題 , 科学
（岩波書店）第86巻7号 pp.726-731. 2016年7月／Japan’s 

spent fuel and plutonium management challenge, Energy 
Policy, Vol.39 Issue 11 pp.6827-6841. November 2011.

羽根 次郎
HANE  Jiro

博士（学術）
准教授

研究
分野 中国近現代史／現代中国論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／平和構築研究特論Ⅲ　【研究テーマ】中国概念の史的
研究／中国共産党史／清末台湾史　【主な著書・論文】『物的
中国論：歴史と物質から見る「大国」』（単著・青土社・2020年）
／〈东亚之外的中国：关于认同政治的若干问题〉（区域2016年
第2辑）／「啓蒙思想期以降のヨーロッパにおける南台湾記述と
「南東台湾」の発見について」（日本台湾学会報12・2010年）

森永 由紀
MORINAGA  Yuki

博士（理学）
教授

研究
分野 気候学・環境科学

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】地球公共論研
究特論Ⅱ／地球環境研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モンゴル国の
アイラグ（発酵馬乳）の気候学的研究　【主な著書・論文】
Winter snow anomaly and atmospheric circulation in 
Mongolia: International Journal of Climatology. 23, 13, 
p.1627-1636, 2003.／Who is making airag (fermented 
mare’s milk) in Mongolian households? Nomadic 
Peoples, 19,7-29,2015,（共著）／「モンゴル国の馬乳酒」（科
学・89巻・9号・817-823・2019年）

廣部 泉
HIROBE  Izumi

Ph.D.
教授

研究
分野

日米関係史／
地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ハーバード大学大学院　【担当授業科目】平和構築研
究演習／平和構築研究特論Ⅱ　【研究テーマ】日米中関係、グロー
バルヒストリー、米国史、日本近現代史　【主な著書・論文】
International Society in the Early Twentieth Century Asia-
Paicific（ 共 著・Routledge, 2021年 ）／Japanese Pride, 
American Prejudice（単著・Stanford University Press・2001
年）／『グルー：真の日本の友』（単著・ミネルヴァ書房・2011年）／
『人種戦争という寓話』（単著・名古屋大学出版会・2017年）／『黄
禍論 百年の系譜』（講談社選書メチエ、2020年）／『大正史講義』
（共著・ちくま新書、2021年）

薩摩 秀登
SATSUMA  Hideto

博士（社会学）
教授

研究
分野 西洋中・近世史／東欧史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅵ／文化理論特別研究　【研究テーマ】東欧の中・近世に
おける政治および社会構造と文化　【主な著書・論文】『プラハ
の異端者たち  中世チェコのフス派に見る宗教改革』（現代書館・
1998年）／『物語チェコの歴史  ー森と高原と古城の国』（中公
新書・2006年）／『辺境のダイナミズム』（共著・岩波書店・
2009年）／『図説チェコとスロヴァキアの歴史』（河出書房新社・
2021年）

佐藤 公紀
SATO  Kiminori

博士（学術）
専任講師

研究
分野

ドイツ・ヨーロッパ近現代史／
現代ドイツ政治

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅳ（ドイツ語圏）　【研究テーマ】19世紀後半～20世紀前
半のドイツにおける刑罰制度・犯罪生物学・釈放者扶助の歴史
的展開／現代ドイツの右翼ポピュリズム　【主な著書・論文】『ド
イツ文化事典』（共著）、丸善出版、2020年／『ナチズム・ホロコー
ストと戦後ドイツ』（共著）、勉誠出版、2020年／フォルカー・ヴァ
イス『エリートたちの反撃 : ドイツ新右翼の誕生と再生』（翻訳）、
新泉社、2020年

前田 更子
MAEDA  Nobuko

博士（史学）
教授

研究
分野

フランス近現代史、
地域研究（フランス）

【最終学歴】東京都立大学大学院　【担当授業科目】地域文化
研究特論V　【研究テーマ】近代フランスの教育とカトリシズム
に関する社会史的研究　【主な著書・論文】『私立学校からみる
近代フランス̶̶19世紀リヨンのエリート教育』（単著・昭和堂・
2009年）／『カトリシズムと生活世界̶̶信仰の近代ヨーロッ
パ史』（共編著・勁草書房・2023年）／『世界史のなかの女性た
ち 』（共著・勉誠出版・2015年）／『近現代ヨーロッパの歴
史̶̶人の移動から見る』（共著・放送大学教育振興会・2022
年）
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浅賀 宏昭
ASAGA  Hiroaki

理学博士
教授

研究
分野

学際生命科学
ならびに生命科学教育

【最終学歴】東京都立大学大学院　【担当授業科目】地球環境研
究演習／地球環境研究特論Ⅱ／地球環境特別研究　【研究テー
マ】「動物細胞の機能に関する研究」および「バイオテクノロジー
の社会実装に関する研究」ならびに「生命科学実験教材の研究」　
【主な著書・論文】『知っておきたい最新科学の基本用語』（技術
評論社・2009年）／Abnormal Accumulation of Citrullinated 
Proteins Catalyzed by Peptidylarginine Deiminase in 
Hippocampal Extracts from Patients with Alzheimer’s 
Disease., J. Neurosci. Res. 80, pp.120-128, 2005.

石山 徳子
ISHIYAMA  Noriko

Ph.D.
教授

研究
分野 地理学／地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ラトガース大学大学院　【担当授業科目】地球環境
研究演習／地球環境研究特論Ⅲ　【研究テーマ】環境正義問
題。特に、核開発と植民地主義、経済格差、人種差別との関係
について　【主な著書・論文】『米国先住民族と核廃棄物─環
境正義をめぐる闘争』（単著・明石書店・2004年）／『震災・核
災害の時代と歴史学』（歴史学研究会編・2012年）／『地域環
境の地理学』（2012年）／『「ヘイト」の時代のアメリカ史　人種・
民族・国籍を考える』（共著・彩流社・2017年）／『「犠牲区域」
のアメリカ　核開発と先住民族』（単著・岩波書店・2020年）

鳥居 高
TORII  Takashi

教授
研究
分野

多民族国家における政治・経済シス
テムの研究

【最終学歴】中央大学　【担当授業科目】平和構築研究演習／
地球公共論研究特論Ⅰ　【研究テーマ】多民族国家の社会安定
装置について、市民権、政党、選挙、経済テクノクラートなどに焦
点を当てている　【主な著書・論文】『東アジアの社会大変動』（共
著・名古屋大学出版会・2017年）／『マハティール政権下のマ
レーシア』（編著・アジア経済研究所・2006年）／『アジア中間
層の生成と特質』（共編著・アジア経済研究所・2002年）

佐原 徹哉
SAHARA  Tetsuya

博士（文学）
教授

研究
分野 東欧現代史・中東現代史・紛争研究

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／研究論文指導　【研究テーマ】民族問題、テロリズム、難
民問題、紛争研究　【主な著書・論文】『ボスニア内戦─グロー
バリゼーションとカオスの民族化』（有志舎・2008年）／War 
and Diplomacy（共著・Salt Lake City・2012年）／War and 
Nationalism（ 共著・Salt Lake City・2013年 ）／ What 
happened in Adana on April 1909 ?（Istanbul・2013年）／
『中東民族問題の起源』（白水社・2014年）

勝田 忠広
KATSUTA  Tadahiro

博士（工学）
教授

研究
分野

使用済核燃料管理／
プルトニウム処分問題

【最終学歴】広島大学大学院　【担当授業科目】科学技術史研究
特論　【研究テーマ】原子力・核燃料サイクル政策／原子力安全
規制　【主な著書・論文】The Rokkasho test: Has Japan 
learned the lessons of Fukushima?, Bulletin of the 
Atomic Scientists, Vol.72 No.3, pp.180–184. April 2016
／福島事故5年後の原子力安全規制：現状と将来の課題 , 科学
（岩波書店）第86巻7号 pp.726-731. 2016年7月／Japan’s 

spent fuel and plutonium management challenge, Energy 
Policy, Vol.39 Issue 11 pp.6827-6841. November 2011.

羽根 次郎
HANE  Jiro

博士（学術）
准教授

研究
分野 中国近現代史／現代中国論

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】平和構築研究
演習／平和構築研究特論Ⅲ　【研究テーマ】中国概念の史的
研究／中国共産党史／清末台湾史　【主な著書・論文】『物的
中国論：歴史と物質から見る「大国」』（単著・青土社・2020年）
／〈东亚之外的中国：关于认同政治的若干问题〉（区域2016年
第2辑）／「啓蒙思想期以降のヨーロッパにおける南台湾記述と
「南東台湾」の発見について」（日本台湾学会報12・2010年）

森永 由紀
MORINAGA  Yuki

博士（理学）
教授

研究
分野 気候学・環境科学

【最終学歴】筑波大学大学院　【担当授業科目】地球公共論研
究特論Ⅱ／地球環境研究特論Ⅰ　【研究テーマ】モンゴル国の
アイラグ（発酵馬乳）の気候学的研究　【主な著書・論文】
Winter snow anomaly and atmospheric circulation in 
Mongolia: International Journal of Climatology. 23, 13, 
p.1627-1636, 2003.／Who is making airag (fermented 
mare’s milk) in Mongolian households? Nomadic 
Peoples, 19,7-29,2015,（共著）／「モンゴル国の馬乳酒」（科
学・89巻・9号・817-823・2019年）

廣部 泉
HIROBE  Izumi

Ph.D.
教授

研究
分野

日米関係史／
地域研究（アメリカ合衆国）

【最終学歴】ハーバード大学大学院　【担当授業科目】平和構築研
究演習／平和構築研究特論Ⅱ　【研究テーマ】日米中関係、グロー
バルヒストリー、米国史、日本近現代史　【主な著書・論文】
International Society in the Early Twentieth Century Asia-
Paicific（ 共 著・Routledge, 2021年 ）／Japanese Pride, 
American Prejudice（単著・Stanford University Press・2001
年）／『グルー：真の日本の友』（単著・ミネルヴァ書房・2011年）／
『人種戦争という寓話』（単著・名古屋大学出版会・2017年）／『黄
禍論 百年の系譜』（講談社選書メチエ、2020年）／『大正史講義』
（共著・ちくま新書、2021年）

薩摩 秀登
SATSUMA  Hideto

博士（社会学）
教授

研究
分野 西洋中・近世史／東欧史

【最終学歴】一橋大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅵ／文化理論特別研究　【研究テーマ】東欧の中・近世に
おける政治および社会構造と文化　【主な著書・論文】『プラハ
の異端者たち  中世チェコのフス派に見る宗教改革』（現代書館・
1998年）／『物語チェコの歴史  ー森と高原と古城の国』（中公
新書・2006年）／『辺境のダイナミズム』（共著・岩波書店・
2009年）／『図説チェコとスロヴァキアの歴史』（河出書房新社・
2021年）

佐藤 公紀
SATO  Kiminori

博士（学術）
専任講師

研究
分野

ドイツ・ヨーロッパ近現代史／
現代ドイツ政治

【最終学歴】東京大学大学院　【担当授業科目】地域文化研究
特論Ⅳ（ドイツ語圏）　【研究テーマ】19世紀後半～20世紀前
半のドイツにおける刑罰制度・犯罪生物学・釈放者扶助の歴史
的展開／現代ドイツの右翼ポピュリズム　【主な著書・論文】『ド
イツ文化事典』（共著）、丸善出版、2020年／『ナチズム・ホロコー
ストと戦後ドイツ』（共著）、勉誠出版、2020年／フォルカー・ヴァ
イス『エリートたちの反撃 : ドイツ新右翼の誕生と再生』（翻訳）、
新泉社、2020年

前田 更子
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賑わいと憩いにあふれた「知の森」

「開かれた学び」の
キャンパス
明治大学第４のキャンパスとして、「国際化、先端研究、社会連携の拠点形成」をコ

ンセプトに、2013年4月、新たに開校した中野キャンパス。新宿駅から中野駅ま

でJR中央線快速で最短４分、中野駅から中野キャンパスまで徒歩約８分と、アク

セスに優れた絶好のロケーションに、先端数理科学研究科、国際日本学研究科、理

工学研究科（建築・都市学専攻）のほか、学部や研究機関が展開しています。

中野キャンパス
Nakano Campus

┃  先端数理科学研究科

┃  国際日本学研究科

┃  理工学研究科
　  建築・都市学専攻  国際建築都市デザイン系
 総合芸術系

  2F  図書館

閲覧ゾーン、情報検索ゾーン、新聞・雑誌ゾーンなど多彩な閲覧ス
ペースを設け、集中して学修出来る快適な環境を提供しています。
紙媒体だけではなく、学術データベースや電子ジャーナルを多数
取り揃えて学習・研究のサポートをしています。（→P.191施設案内
『図書館』）

   7･9･13F  高層階ラウンジ

研究室エリアにある高層階のラウンジは、教員・大学院生・学部生
が談話する落ち着いた学際交流の場です。

  5F  ホール

森の中をイメージしたホールは約400名が利用可能です。授業以
外にもテレビ会議や講演会などさまざまな利用に対応できます。
全ての座席にA3判の収納式筆記板が設置されています。また、無
線LANのアクセスポイントを多数設置し、Wi-Fi環境の充実も図っ
ています。

  6F  クロスフィールドラウンジ

教室エリアと研究室エリアの中間に位置する、教員･大学院生･
学部生の憩いと交流のエリアです。このフロアの一部はプレゼン
テーションスペースとしての機能を備えており、さまざまな分野
の研究成果の発表の場として活用されています。

  1F  アトリウム

高層棟と、低層棟をつなぐ開放的なガラスの吹き抜けの空間「アト
リウム」は、学内、学外の人々の交流の核となる場所です。

  1F  ラーニング・ラウンジ

語学を中心とした自学自習支援スペースです。語学教材・スピーキ
ングブース・PC・AV機器・メディアライブラリなどの利用環境が整
えられ、e-ラーニング、グループ学習、論文・コンテンツ制作に利用
できます。

高層棟には教室や研究室など教育研究関連
の施設、低層棟には食堂･図書館･事務室･
会議室･ホールなどが入っています。また、
キャンパス各所に憩いと交流の場を創出す
るラウンジを設置しています。

 異なる視点・考え方に触れる　　  講義に参加する・研究に打ち込む

新たなる知の創造を
Creation of the Intellect
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